





























　今日主要科目の国語 ･ 算数 ･ 理科 ･ 社会等を重視する、いわゆる理性（＝知性）の
教育は欠かせないけれども、感性（＝感受性）を育む技能教科の、図工 ･ 音楽 ･ 体育
を二次的に扱う多くの教育関係者の誤った認識は、今後も是正していかなければなら
ないと思う。
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巻頭言：理性と感性
　本学創立者の池田大作先生は、つぎのように述べている。
「受験勉強だけでは進学のための人生になってしまう。…もっと一生涯にわたる
自分自身の感性の成長に何が必要なのかを見失わないでもらいたい。…自分が上
手にできなくても、偉大な芸術と接することが大事です。素晴らしいと感動でき
ることこそが芸術の心なのです。…私も絵がうまく描けなかった。字もうまくな
かった。しかし、良い絵を見よう、良い書を見ようと心がけた。その心が今大き
な助けになっています」と。（『青春対話』「芸術との語らい」より）
　ここに、感性についての大事なポイントが示されていると思う。我々が感性を通し
て人間として成長し人格を磨いていくために、である。
